
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前号より引き続き、今年度の市長の施政方針に対して行った私の

質問に関する記事を掲載してまいります。 

 私は過去の議会で大和市防災情報システムを刷新するべきでは

ないかという質問をさせていただきました。（みね新聞５４号） 

市長は施政方針の中で「新年度は防災システムを更新する、災害

発生時の状況を迅速かつ正確に把握するための機能をさらに高め、

的確な避難指示につなげるなど、防災体制の強化を図る」と述べら

れたことから、新たな防災情報システムはどのようなものか質問を

行いました。 

 

大和市議会議員  あかみね太一 （３５） 
【プロフィール】昭和 55年 11月 27日生まれ。   【討議資料】 

平成２７年、政党や組織の支援を一切受けずに大和市議会議員選挙に

挑戦し二期目の当選を果たす。古谷田議員、佐藤正紀議員、町田議員

と共に市議会で最も平均年齢が若い会派「明るいみらい大和」結成。 

妻とダウン症の８歳の娘（桜丘小３年）、４歳の長男と２歳の次男の

５人家族。桜ヶ丘在住。防災士としても活動を展開中。 

【発行・連絡先】あかみね太一ｔｅｌ＆ｆａｘ ０４６－２６８－８３３０ 

〒242-0014 大和市上和田 985-4サンヴェール桜ヶ丘 201 

 

 

■代表質問～防災について 

 

 

■答弁～新たな防災情報システム～ 

 

 私の質問に市長室長は「現在の防災情報システムは、被害情報等の収集管理、市民の方々への被災、避難情報等

の提供、その他家族間での安否確認ができる機能を有しているが、運用開始以降、個人が所有する携帯電話等の通

信機器の飛躍的な進歩、さらにスマートフォンやタブレット端末の普及などにより、例えば安否確認機能は通信会

社が用意する災害伝言板のようなアプリケーションソフトで対応が十分に可能となるなど、このシステム自体の機

能やメニューを改めて精査し、これを改良する必要が出てきた」 

「新たな防災情報システムは、スマートフォン等で撮影した各地域の被害状況の画像を送受信したり、避難業務

等に従事する市職員相互の情報交換、さらには災害対策本部からの指示内容を各職員が時系列で確認できる実践的

な機能を強化するなど、より多くの、そしてより詳細な災害情報の把握を可能とし、迅速な災害対策を行えるよう

改良していく」と答弁されました。 

 

 

 

 

 

■防災情報システム、一歩前進 

 

  答弁の内容だけで新たな防災情報システムの全体像を把握することは困難ですが、災害発生直後の情報収集や情

報伝達などの機能が強化されると思われます。正確な情報がなければ、災害対応や住民の避難を的確に行うことは

できません。今回の防災情報システムの刷新が大和市の防災力を向上に繋がることに期待しています。 

  

 



 

 
 

「みねスクエア」とは、自由に意見交換を行う少人

数の座談会です。予約や連絡、参加費用は必要あり

ません。ぜひご気軽にご参加下さい。 
○明るいみらい大和 意見交換会 
５月２２日(日)１５：３０～１６：３０ 
場所：渋谷学習センター  ３０７会議室 
●第７５回みねスクエア 
６月２６日(日)１６：００～１７：００ 
場所：桜丘学習センター  ２０２会議室 
○第７６回みねスクエア  
７月２４日(日)１６：００～１７：００ 
場所：渋谷学習センター  ３０７会議室 
公務や天候により日程が変更になる可能性があ
ります。恐れ入りますが参加される際はホームペ
ージなどでご確認下さい。 
 

 

 九州地方で発生した地震により、被災された方々に心よりお見

舞いとお悔やみを申し上げます。 

 今回の熊本県を震源とする地震は、地震の規模が小さくても震

源が浅く、地震の揺れが大きくなる断層型地震です。震度７とい

う大きな揺れに襲われた阪神・淡路大震災と比べ、被害は少ない

と言えますが、九州各地の被害自体は小さくありません。被災地

で多発している強い地震（余震）は被災地支援や住民の避難生活

にも困難をもたらすだけではなく、被災した住宅や避難所などの

建物にダメージを蓄積させています。 

神奈川県に住む私達にとって、九州地方を襲っている地震とそ

の被害は決して対岸の火事ではありません。熊本地震で指摘され

た福祉避難所の不足や、障害者が避難所に入れないなどの課題

は、これまで私が何度も大和市議会で取り上げてきたものです。 

同じような地震があなたの住む場所で発生しないとは言えま

せん。日頃から防災を意識していただき、家具などの配置や固定、

食品備蓄を兼ねた食材消費サイクルを作るなど、今こそ「明日は

我が身」ということを忘れずに日頃の備えを行っていただければ

幸いです。 

  

出張防災講習を行います！ 

皆様からのご要望にお応えして、防災士の私達が無料で出張

防災講習を行います。少人数でもかまいません。 

機材はこちらで用意いたします。気軽にお問い合わせ下さい。 

あわせて皆様からの様々なご意見をお待ちしております。 

メールアドレス  info@akamine.tv 

ツイッター    ＠ａｋａｍｉｎｅｍｉｎｅ 

電話・Ｆａｘ    046-268-8330 
（恐れ入りますが、不在も多いので、ｆａｘやメールのほうが助かります） 
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（上）阪神・淡路大震災の原因となった地震で１階

部分が潰れ倒壊した家屋のジオラマ 

（下）地震により曲がった側溝の格子状のフタ。 

神戸市 人と防災未来センターにて撮影 

 

mailto:info@akamine.tv

